
【対象児童】
①令和７年９月分（※９月に出生した児童につい
　ては10月分）の児童手当の支給対象児童
②令和７年 10 月１日から令和８年３月 31 日まで
　に生まれた児童手当の支給対象児童（新生児）

【支給額】
児童１人当たり　２万円　

【申請が必要な方】
○公務員または令和７年 10 月１日以降に生まれ
　た新生児の保護者の方

※美馬市から令和７年９月分（※令和７年９月に
出生した児童については 10 月分）の児童手当
を支給している方は、申請不要です。

　⇒対象者には案内文書を送付しています。

【申請期限】
〇公務員：令和８年２月27日（金）
〇新生児の保護者：令和８年３月31日（火）
※令和８年３月 16 日以降に生まれた新生児に
　ついては、出生の翌日から 15 日以内に申請を
　行ってください。

詳しくは右の二次元コードから

市のホームページをご覧ください。

ⒸT.VORTIS

問 子どもすこやか課　☎52-5606

内閣府コールセンター　☎0120-252-071（受付：平日午前９時～午後６時）

ⒸT.VORTIS

問 観光交流課　☎52-5610

美馬観光ビューロー　☎53-8599

　美馬市では、令和７年３月に『美馬市観光戦略』を策定し、環境面、経済面、
社会的・文化的な観点で「持続可能な観光地づくり」に取り組み、観光客の受入
のみならず、住民生活の質の向上を目指しています。
　今回、市民の皆様が感じる市の観光についてのご意見を広くお伺いするため、
アンケート調査を実施することにしました。皆様のご協力をお願いします。
　アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で５名様に美馬市特産品をプレ
ゼントします。

【回答期限】３月６日（金）
【回答方法】右の二次元コードを読み取り、設問にご回答ください。

アンケートフォームはこちら

道の駅みまの里でピザ作り体験を開催しました
　11 月 26 日、道の駅みまの里で美馬小学校４年生に
よるピザ作り体験が行われました。
　ピザ作りは Mima Smile Café（ミマスマイルカフェ）
主催で行われ、児童 46 名がクラスごとに思い描いた
ピザを実際に作って試食し、商品として販売できるかを
話し合いました。地元食材を使用し、クラスメイトで
力を合わせ、味はもちろん、見た目やバランスにも力を
入れたピザを完成させました。
　参加した児童からは「おいしいので、たくさんの人に食べてほしい」「栄養満点のピザです」との声が
あがりました。
　児童が考案したオリジナルピザは、２月末頃まで Mima Smile Café で食べられます（テイクアウトも可能）
ので、ぜひお越しください。

「物価高対応子育て応援手当」のご案内

　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援するため、児童手当受給者に「物価高対応子育て
応援手当」を支給します。

市の観光に関する住民満足度調査にご協力ください

第 45 回危険業務従事者叙勲　瑞宝双光章

　宮田正則さん（昭和 31 年６月３日生、露口）が第 45 回危険業務
従事者叙勲瑞宝双光章を受賞されました。

【主な経歴】
 昭和 50 年に美馬西部消防組合の消防職員となり、平成 27 年には
消防長を拝命し、平成 29 年までの約 39 年間、住民の生命、身体、
財産を守るべく消防業務に従事し、職員の育成及び地域の防災教育
等に大きく貢献した。

高齢者叙勲　瑞宝双光章（教育功労）

　上田裕康さん（昭和 12 年８月 21 日生、小星）が、瑞宝双光章を
受章されました。おめでとうございます。

【主な経歴】
昭和 36 年三好郡東祖谷山村菅生小学校に新任教諭として赴任して
以来、長きにわたり初等教育に携わる。切久保小学校、脇町小学校
教頭等を経て、岩倉小学校校長を最後に退職。

【喜びの声】
この度は高齢者叙勲の栄に浴し、身にあまる光栄と感激しています。この平和な世に生かされ、関わり合い
お世話になった幾多の方々や家族のご支援ご指導の賜と心から感謝しています。残された時間も事の善悪
に係わらずおたがいさまの言葉のもつこころを心として励んでまいります。
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消防協力者に感謝状の贈呈
　11 月 29 日に穴吹町の畑で発生した火災におい
て、119 番通報及び初期消火活動を実施した漆原
雄二さん、大住博史さんの２名に対して、12 月 13 日
に美馬市消防本部消防長から感謝状を贈呈しまし
た。火災現場は山林に囲まれており、２名の迅速か
つ的確な初期消火活動によって、火災の延焼を防ぎ、
山林火災への拡大を未然に阻止することができま
した。その行動は他の模範となるものであり、この
功績を称えたものです。 ▲左から２番目が漆原雄二さん、３番目が大住博史さん
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■区間賞　
11区　西村 美羽菜さん（須磨学園高等学校）  ※区間新記録
15区　西谷 沙綾さん　  （株式会社大塚製薬） 
21 区　浅野 友結さん　  （脇町中学校）  ※区間新記録

第 22回 SMBCカップ全国小学生
タグラグビー大会徳島県予選大会   準優勝
　11 月 29 日に開催された、第 22 回全国小学
生タグラグビー徳島県予選で美馬グランツ（穴
吹スポーツクラブ）が準優勝し、１月17日に徳
島県で開催される四国ブロック大会に徳島県代
表として出場することとなりました。

南静子さんからチャリティー寄附を
いただきました
　12月25日、南静子さんから「猿若流　第5回
チャリティーショー」での募金を寄附いただきま
した。市のために有効に活用させていただきま
す。ありがとうございました。

脇町高校生によるスマホ相談会が開催されました
　12 月 19 日、県立脇町高等学校の生徒が高齢者のス
マートフォンに関する悩みを解決する「スマホ相談会」が
実施され、70歳代、80歳代の市民 14名が参加しました。
　参加者の「撮影した写真を LINE（ライン）で送りたい」
といった相談等に、生徒の皆さんは一緒に操作しながら、
参加者に寄り添った説明を行いました。
　相談会は脇町高等学校と美馬市の合同で開催し、ソフ
トバンク株式会社のサポートのもと実施しました。

第 72回徳島駅伝　総合５位　女子総合１位　中学生総合３位　区間賞３名
　新春の阿波路を駆け抜ける「第 72 回徳島駅伝」が、１月
４日から２日間（23 区間 119.1ｋｍ）にわたり16 郡市が
参加して開催されました。美馬市チームは、選手一人ひとりが
最後まで仲間を信じ、任された区間を粘り強く走り抜き、総合
５位、女子総合１位、中学生総合３位を達成することができ
ました。
　この結果は、１年を通して厳しい練習に耐えてきた選手達
の努力の賜物でもありますが、様々な機会にご協力をいただ
いた地域・学校や保護者の皆様、そして沿道でご声援いた
だいた市民の皆さんのお陰と選手・関係者一同感謝してい
ます。来年の大会に向け選手の確保・育成の取組を進めて
いきますので、引き続き、美馬市チームに暖かいご支援と
ご協力をよろしくお願いします。

企業版ふるさと納税をいただきました
①12 月 12 日、株式会社昭和商会から、企業版ふるさと納税として、「防災用物資集積拠点管理運営事業」
　に対する空調服の寄附をいただきました。本事業は、「美馬市総合防災倉庫」の維持管理や運営に活用
　されます。ありがとうございました。
②12 月 15 日、四国チエルクリエイト株式会社から、企業版ふるさと納税として、「コンディショニングエク
　スパート養成・活動支援事業」に対する寄附をいただきました。本事業では、コンディショニングに関する
　知識や技術を身につけた市民等を「コンディショニングエクスパート」として認定し、市内各地で開催する
　コンディショニング教室において、地域おこし協力隊とともに普及活動に取り組んでいます。ありがとう
　ございました。

更生保護活動の功労者・団体表彰
　令和 7 年度「徳島県更生保護顕彰式典」において、長年にわたる地域での更生保護活動に尽力された
以下の方々・団体が表彰されました。
＊順不同・敬称略

■保護司会
●瑞宝双光章　小角 正二（脇町）　　　　●保護司特別功労章　森 廣一（脇町）
●法務大臣表彰　松尾 一子（美馬町）       ●四国地方更生保護委員会委員長表彰　小田 一夫（脇町）
●四国地方保護司連盟会長表彰　片岡 徹（脇町）、佐藤 英明（穴吹町）、上田井 美園（美馬町）
●徳島保護観察所長表彰　大西 和賀（木屋平）、荒岡 和幸（美馬町）
■更生保護女性会
●四国地方更生保護女性連盟会長表彰　山口 壽美子（穴吹町）
●徳島保護観察所長感謝状　豊島 幸子（脇町）、眞鍋 加奈子（穴吹町）
■団体
●四国地方更生保護委員会委員長感謝状　戸島建設工業（美馬町）
●徳島保護観察所長感謝状　四国カントリー株式会社（穴吹町）
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　家庭で血圧を測定する目的は、普段の血圧

の状態を正確に知ることです。今回は、家庭で

血圧を測るときの正しい方法をお伝えします。

■血圧計の選び方
　血圧計は、上腕測定タイプがおすすめです。
　※血圧計の買い換えの目安は５年です。

■測定のタイミング
　１日２回（朝・夜）
○朝の場合
　・起床時１時間以内
　・トイレに行った後
　・朝食の前
　・薬を飲む前

○夜の場合
　・寝る直前
　・入浴や飲酒の
　　直後は避ける ■その他測定時の注意事項

①背中は丸めないようにしましょう。
②足は組まないようにしましょう。
③左腕で測ることが推奨されています。
④テレビ等の音が出るものは消しましょう。
⑤腕の力を抜いて、深呼吸をしましょう。

測り方について
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▲ 中国の２月のカレンダー

家庭で血圧測定していますか？ 書き手：保健師
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林家三平独演会
高橋由伸スペシャルトークショーを開催

　12月14日、美馬市地域交流センターミライズで「林家三平独
演会」を開催しました。当日は、落語家・林家三平さんによる独
演会に加え、元プロ野球選手の高橋由伸さんを迎えたスペシャル
トークショーも行われ、会場は終始笑いと拍手に包まれました。
林家三平さんの軽妙な語り口と、世代を超えて親しまれる落語の
世界に、来場者は大いに引き込まれていました。
　また、高橋由伸さんのトークショーでは、現役時代のエピソー
ドや恩師との思い出等が語られ、普段なかなか聞くことのできな
い貴重な話に、来場者は熱心に耳を傾けていました。会場には多
くの市民の皆さまが訪れ、美馬市制20周年を祝うにふさわしい、
笑顔あふれる一日となりました。

　私たち２名は、令和７年４月1
日から美馬市地域おこし協力隊と
して、市内の農業法人「株式会社
エイコーファーム」で農業を学ん
でいます。この制度の大きな目的
である、①地域農業の後継者とし
て就農に必要な知識や技術の習
得、②耕作放棄地の再生及び発生
抑制につなげるため、行政やJA徳
島県が主催する研修会等で露地野
菜の栽培技術を学びながら、地域
の農地で、日々の営農活動に奔走
しています。
　着任してからの10か月間では、
水稲を中心に、ピーマンやみまか
ら唐辛子等の夏野菜、白ネギ、ブ
ロッコリー等の冬野菜の栽培・収

穫・出荷等、四季折々の多岐に渡
る作業を経験してきました。真夏
の太陽が照りつける中、滝のよう
な汗をかいた草刈り。吐く息が白
くなり霜が降りた冬の農地で、凍
える手でおこなったブロッコリー
の収穫は特に印象に残っています。
　このような厳しい環境下で、辛
いこともありましたが、私たちが
作ったお米や野菜が売り場に並
び、そして手にとってくれる、こ
の景色を見た時に、作物を必要と
している人がいると思い、活動の
励みになりました。そして、何に
も代えがたい、農業のやり甲斐を
実感しました。
　昨今、燃料や肥料の価格高騰、

猛暑や豪雨等の気候変動を背景
に、これまで農地を守っていた高
齢者の離農が加速しています。そ
れと同時に、耕作放棄地の増加に
も拍車がかかっています。この増
加に歯止めをかけ、雑草で荒れ果
てた農地を実り豊かな農地に再生
する、守っていくことが、最大の
使命と感じています。「農業は草と
の勝負」と教えられたように、草
刈り、草抜き等の農地を活用する
ための基本を怠らず、耕作放棄地
の再生と発生の抑制に取り組み、
そして、より一層美味しい食材を
皆様の食卓に届けられるよう、今
後の活動に励みたいと思います。

地域おこし協力隊
鎌田　俊彦　  宮田　康平

②ひじから
　2～3cm
　上側に

③チューブを
　腕の中心に

①手のひらを
　上に向ける
　手は浮かさない

測定部と心臓の高さを、
同じにすることが大切
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